
令和 4年度 令和 4年度

02070100 みんなですすめる健康なまちの創造
暮

滝沢市健康づくり宣言に参加している団体等の数
1 ら

136 139 142 145 145 Ｂ
し 団体 133

139 140 140 - - 58.3

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｆ 最終更新日：令和  4年 8月10日 1頁

後期基本計画 令和　３年度 基本施策方針評価書

０２ 健やかで笑顔にあふれるまち
０７ 健康づくりを支える新たな活動の推進

健康づくり政策課長  正木　賢

企画政策課長　木下　昇三、健康推進課長　猿舘　睦子

１．基本施策の令和 3年度までの実現状況を明らかにする

超少子高齢社会が進む中、市では、健康寿命を延伸し、心身共に健やかで生きがいと幸福を実感できるまちづくりを目指し

、平成３０年度に「滝沢市健康づくり宣言」を行いました。「健康」は市民が幸せを考えるうえで重要な要素であり、健康

づくりをすすめることは市民の幸せに繋がる取り組みです。

健康を目指す取り組みには社会環境が大きく影響する可能性がありますが、個人の健康づくりを様々な団体・企業等と一体

となって推進することで社会環境からの影響を軽減し、幅広い取り組みから元気なまちを目指すとともに、宣言を契機とし

て健康づくり活動を加速させ、健康づくりを介してまちづくりを進めていくことを目指します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮 滝沢市健康づくり宣言に参加している団体等の数

1 ら 136 139 142 145 145 Ｂ
団体 133

し 139 140 140 - - 58.3

幸 健康づくりに取り組んでいる人の割合

2 60.1 61.8 63.4 65 65 Ｃ
％ 58.5

福 62.7 58.9 59.4 - - 13.8

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度



り

どの影響による健康二

組

次被害を考慮した取組

み

の検討

・健康づくりに

と

関する機会をより多く

方

の方へ提供することの

針

検討

についての達成（実現）状況

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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後期基本計画 令和　３年度 基本施策方針評価書

０２ 健やかで笑顔にあふれるまち
０７ 健康づくりを支える新たな活動の推進

健康づくり政策課長  正木　賢

企画政策課長　木下　昇三、健康推進課長　猿舘　睦子

２．基本施策の実現に向けての令和 3年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

・健康づくりに消極的な健康無関心層の行動変容を促すため、健康のための必要かつ正しい情報を伝える役割を担う人材の

養成を実施しました。

・健康づくり宣言参加団体が主体的に健康づ

政

くりに取り組むことを

 

支援する補助金を設置

 

し交付しました。

・自

 

らの健康づくりへの取

 

り組みを数値で可視化

策

しながら成果を実感で

:

きる事業を実施しまし

基

た。

(２) 基本施策

本

内の取り組みと方針の

施

うち、令和 3年度の

策

重点課題の達成（実現

:

）状況
Ｃ 一部達成した

主

【重点課題】

・健康無

管

関心層の参加を促すた

課

めに、健康づくりに関

長

連する正しい情報を提

職

供するための取り組み

・

を実施します。

・健康

氏

づくりを主体的に実施

名

する団体の拡大に向け

関

た啓発と支援を実施し

係

ます。

【重点課題に対

課

応した達成状況】

・健

長

康づくりに関する情報

職

を広く伝える役割を担

・

う健幸アンバサダーの

氏

新規の養成は、新型コ

名

ロナウイルス感染症の

(

影響に

より実施できま

１

せんでした。

３．基本

)

施策の実現に向けての

 

令和 3年度実施後で

基

の変化を認識する

Ｂ 社

本

会環境変化あり

新型コ

施

ロナウイルス感染症は

策

、改めて感染が拡大す

目

る可能性があり、拡大

標

に伴う各種の取り組み

の

の自粛が身体に影響す

達

る、

健康二次被害が危

成

惧されます。

Ａ 必要な

（

し

政策達成のため、引

実

き続き同一内容の基本

現

施策の実施が必須であ

）

るため、見直しの必要

に

はありません。

(１)

向

 令和 5年度方針策

け

定に際し、今後の方向

た

性や引継課題
Ｂ 課題あ

計

り

【今後の方向性】

引

画

き続き、健康寿命の延

期

伸に向け、健康づくり

間

を介してまちづくりを

内

進めていく観点を持っ

の

た取組を進めます。

【

取

引継課題】

・感染症な



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)

様式Ｆ 最終更新日：令和  4年 8月10日 3頁

後期基本計画 令和　３年度 基本施策方針評価書

０２ 健やかで笑顔にあふれるまち
０７ 健康づくりを支える新たな活動の推進

健康づくり政策課長  正木　賢

企画政策課長　木下　昇三、健康推進課長　猿舘　睦子

02070100  みんなですすめる健康なまちの創造

15,222 16,119 5.9

02079000  【2-7 基本施策目標値入力用】

0 0 0.0


